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医療DXを積極推進する1000床規模の大学病院が
電子カルテ情報共有サービスへの取り組みを説き、
生成AIによる文書作成支援機能の有用性訴える
2025年7月5日、インターシステムズジャパンは「第29回医療情報学会春季学術大会 シンポジウム2025 in 仙台」にてランチョンセミナー7

「医療データ二次利用基盤（FR-Hub）を用いた各種データ利活用事例について」を共催した。演者は山田英雄氏（学校法人藤田学園 デジ
タル戦略部 部長）、座長は中山雅晴氏（東北大学大学院 医学系研究科 医学情報学）が務めた。山田氏は講演で、電子カルテ情報共有サ
ービスへの取り組みと生成AIを用いた医療文書作成支援機能を説明。ここに同セミナーの講演内容を紹介する。

患
者
さ
ん
が
来
院
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、医

療
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
た
め
の
体
制
整
備
に
も
力

を
入
れ
、
デ
ー
タ
の
標
準
化
や
Ａ
Ｉ
の
活
用
な

ど
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
本
学
で
取
り
組
ん
で
い
る
電
子
カ
ル

テ
情
報
共
有
サ
ー
ビ
ス
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
（
図
１
）。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
で
扱
う
情
報
は
大
き
く
４
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
１
つ
め

は
文
書
情
報
。
こ
れ
は
診
療
情
報
提
供
書
や
退

院
時
サ
マ
リ
ー
な
ど
、
こ
れ
ま
で
主
に
紙
で
扱

っ
て
き
た
情
報
で
す
。
２
つ
め
は
健
診
結
果
。

こ
れ
は
住
民
健
診
や
企
業
健
診
の
結
果
等
、
病

気
の
予
防
や
早
期
発
見
に
繋
が
る
情
報
で
す
。

３
つ
め
は
日
々
の
診
療
で
記
録
さ
れ
る
処
方
や

検
査
に
関
す
る
臨
床
情
報
。
４
つ
め
は
患
者
さ

ん
に
関
す
る
情
報
で
、
病
歴
や
既
往
歴
、
患
者

さ
ん
の
生
活
背
景
等
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
情
報
を
、
安
全
に
、
必
要
な
タ
イ

ミ
グ
で
、
必
要
な
医
療
機
関
に
届
け
る
に
は
、

全
国
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
の
デ
ー
タ
、
シ
ス
テ
ム

を
横
断
し
て
情
報
交
換
を
行
う
必
要
が
あ
り
、

非
常
に
高
度
な
標
準
化
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
仕

組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
藤
田
医
科
大
学
で
は
、
電
子
カ
ル
テ
情
報
の

共
有
に
あ
た
っ
てFR-H

ub

（
デ
ー
タ
二
次
利

用
連
携
基
盤
）
と
い
う
連
携
基
盤
を
活
用
し
て

い
ま
す
。
こ
のFR-H

ub

は
、
各
病
院
の
電
子

カ
ル
テ
デ
ー
タ
や
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
、SS-

M
IX

2

等
の
デ
ー
タ
を
収
集
、
標
準
化
し
て
、

H
L7 FH

IR

形
式
で
各
種
サ
ー
ビ
ス
に
連
携
す

る
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
こ
の
中
核
に
イ
ン
タ

ー
シ
ス
テ
ム
ズ
の
「IRIS for H

ealth

」
を

利
用
し
て
い
ま
す
。

「IRIS for H
ealth

」
は
医
療
に
特
化
し
た

情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
、
医
療
業
界
な
ら

で
は
の
ニ
ー
ズ
、
例
え
ば
相
互
運
用
性
や
リ
ア

ル
タ
イ
ム
性
、
大
規
模
な
デ
ー
タ
の
高
速
処
理

な
ど
に
対
応
で
き
る
機
能
を
備
え
て
お
り
、
同

基
盤
を
利
用
し
て
電
子
カ
ル
テ
情
報
共
有
サ
ー

ビ
ス
や
Ｐ
Ｈ
Ｒ
、
Ｅ
Ｈ
Ｒ
、
後
述
す
る
生
成
Ａ

Ｉ
の
連
携
に
活
用
し
て
い
ま
す
（
図
２
）。

　
電
子
カ
ル
テ
情
報
共
有
サ
ー
ビ
ス
の
モ
デ
ル

事
業
に
は
、
各
地
域
の
大
学
病
院
か
ら
総
合
病

院
ま
で
、
幅
広
い
医
療
機
関
が
参
画
し
て
い
ま

す
。
本
学
で
は
、
今
年
２
月
か
ら
、
ま
ず
藤
田

医療データ二次利用基盤（FR-Hub）を
用いた各種データ利活用事例について

山
や ま

田
だ

英
ひ で

雄
お
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藤
田
医
科
大
学
は
、
愛
知
県
豊
明
市
に
本
部

を
置
く
、
医
学
・
医
療
系
に
特
化
し
た
総
合
大

学
で
す
。
医
学
部
を
中
心
に
、
医
療
科
学
部
、

保
健
衛
生
学
部
な
ど
を
有
し
、
医
師
、
看
護
師
、

理
学
療
法
士
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
人
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
大
学
付
属
の
病
院
と
し
て
は
、
藤
田
医
科

大
学
病
院
、
ば
ん
た
ね
病
院
、
七
栗
記
念
病
院
、

岡
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
の
４
病
院
を
展
開
し
て
お

り
、２
０
２
３
年
10
月
に
は
東
京
・
大
田
区
に
先

端
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
１
３
７
６
床
と
日
本
で
も
有
数
の
病
床

数
を
持
つ
藤
田
医
科
大
学
病
院
は
、
臨
床
・
教

育
・
研
究
の
中
心
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
最
新
の
医
療
機
器
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ

ラ
を
備
え
、
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
、

基
幹
災
害
拠
点
病
院
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
指
定
を

受
け
て
お
り
、
愛
知
県
だ
け
で
な
く
全
国
か
ら
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FR-H
ub

を
活
用
し
て
デ
ー
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処
理
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全
国
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駆
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ス
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フ
ラ
グ
を
新
設
し
ま
し
た
。
こ
の
フ
ラ
グ
に
チ

ェ
ッ
ク
を
入
力
す
る
操
作
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
で
は
、デ
フ
ォ
ル
ト
状
態
で
未
告
知・

共
有
可
の
状
態
に
し
て
お
き
、
医
師
に
は
告
知

済
み
の
場
合
に
限
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
る
だ

け
と
い
う
最
小
限
の
操
作
で
済
む
設
計
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
病
名
の
一
覧
画
面
に
も
手
を
加

え
、
フ
ラ
グ
の
状
態
を
一
目
で
確
認
・
把
握
で

き
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
医
師
の
操
作
の
簡
略

化
と
患
者
さ
ん
の
意
向
を
尊
重
し
た
仕
組
み
を

設
計
し
ま
し
た
（
図
３
）。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
情
報
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
入

医
科
大
学
病
院
及
び
３
つ
の
関
連
医
療
機
関
で

開
始
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
他
の
地
域
で
も
順

次
同
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
全
国
的
な
展

開
を
見
据
え
た
検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
地
域
ご
と
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
通
じ
、

シ
ス
テ
ム
だ
け
で
な
く
、
現
場
の
運
用
フ
ロ
ー

や
合
意
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
を
含
め
た
実
際
の
課

題
及
び
改
善
点
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
、
本
事

業
の
重
要
な
目
的
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
ま
す
。

本
学
で
は
、連
携
に
際
し
て
日
本
ア
イ・ビ
ー・

エ
ム
や
イ
ン
テ
ッ
ク
な
ど
、
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
各
種
機
能
の
開
発
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
さ
に
今
、
今
後
の
全
国
展
開
の

ベ
ー
ス
と
な
る
重
要
な
フ
ェ
ー
ズ
に
差
し
掛
か

っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
電
子
カ
ル
テ
情
報
共
有
サ
ー
ビ
ス
の
シ
ス
テ

ム
運
用
は
２
０
２
５
年
２
月
か
ら
開
始
し
ま
し

た
が
、
稼
働
当
初
は
必
要
最
低
限
の
改
修
し
か

で
き
て
お
ら
ず
、
と
て
も
実
際
の
診
療
現
場
で

運
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
操
作
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
を
進
め
、
今
年

７
月
か
ら
臨
床
現
場
で
の
本
格
運
用
を
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
シ
ス
テ
ム
改
修
の
実
施
に
際
し
、
電

子
カ
ル
テ
情
報
共
有
サ
ー
ビ
ス
に
提
供
す
る
傷

病
名
に
つ
い
て
、
２
つ
の
条
件
を
満
た
す
必
要

が
あ
る
よ
う
に
設
計
し
ま
し
た
。
そ
の
条
件
と

は
、
傷
病
名
が
患
者
さ
ん
に
告
知
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
カ
ル
テ
上
で
共
有
可
能
な
状
態
に
設
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
の
２
点
で
す
。

　
シ
ス
テ
ム
改
修
で
は
、
傷
病
名
登
録
画
面
に

告
知
済
み
フ
ラ
グ
、
共
有
サ
ー
ビ
ス
へ
の
提
供

力
作
業
の
流
れ
の
中
に
電
子
カ
ル
テ
情
報
共
有

サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
レ
ル
ギ
ー
情
報
登
録
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
機
能
を
組
み
込
み
、
新
た
に
別

の
画
面
を
展
開
す
る
こ
と
な
く
入
力
で
き
る
設

計
と
し
ま
し
た
。

　
厚
生
労
働
省
の
定
め
る
指
定
検
査
43
項
目
、

指
定
感
染
症
５
項
目
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ら
の
検
査
結
果
を
患
者
さ
ん
に
対
し

て
説
明
済
み
で
あ
る
こ
と
が
電
子
カ
ル
テ
情
報

共
有
サ
ー
ビ
ス
に
提
供
で
き
る
要
件
で
す
が
、

何
を
も
っ
て
患
者
さ
ん
に
説
明
済
み
と
判
断
す

る
か
が
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
藤
田
医
科
大
学

図１　電子カルテ情報共有サービスの概要

図２　「FR-Hub」（データ二次利用連携基盤)の概念図

ランチョンセミナーで座長を務めた
中山雅晴氏

図3　傷病名登録画面と同画面操作のイメージ

新
規
の
入
力
業
務
を
増
や
す
こ
と
な
く

シ
ー
ム
レ
ス
な
診
療
情
報
の
共
有
化
を
実
現
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病
院
で
は
、
外
来
の
診
察
に
お
い
て
、
検
査
結

果
を
紙
に
印
刷
し
て
患
者
さ
ん
に
渡
し
な
が
ら

説
明
す
る
と
い
っ
た
運
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
電
子
カ
ル
テ
か
ら
検
査
結
果
の
印
刷

の
実
施
を
も
っ
て
、
患
者
さ
ん
へ
の
説
明
が
済

ん
だ
と
み
な
す
設
計
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

入
院
患
者
さ
ん
に
対
し
て
は
、
退
院
す
る
ま
で

の
間
に
検
査
結
果
の
説
明
は
終
え
て
い
る
と
の

判
断
か
ら
、
退
院
時
に
そ
の
要
件
を
満
た
す
と

い
う
設
計
と
し
て
い
ま
す
。

　
電
子
カ
ル
テ
情
報
共
有
サ
ー
ビ
ス
最
大
の
利

点
は
、
医
療
機
関
間
の
診
療
情
報
共
有
が
可
能

に
な
る
こ
と
で
す
。
転
院
・
紹
介
時
の
迅
速
な

対
応
や
、
重
複
検
査
の
回
避
に
よ
る
医
療
費
削

減
の
他
、
災
害
時
・
急
変
時
に
も
患
者
情
報
を

確
認
で
き
る
こ
と
で
医
療
の
継
続
性
の
確
保
に

繋
が
る
点
や
、
地
域
医
療
連
携
の
強
化
、
切
れ

目
の
な
い
医
療
・
会
議
の
実
現
に
貢
献
し
ま
す
。

そ
し
て
、
最
後
に
患
者
本
人
の
同
意
に
基
づ
く

情
報
管
理
の
仕
組
み
を
通
し
て
、
患
者
中
心
の

医
療
の
実
現
に
繋
が
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
課
題
も
あ
り
ま
す
。
現
状
で
は
、

特
に
診
療
所
や
中
小
病
院
な
ど
で
電
子
カ
ル
テ

の
導
入
率
が
低
い
こ
と
、
メ
ー
カ
ー
毎
、
電
子

カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
毎
に
仕
様
が
異
な
る
た
め
に

標
準
化
機
能
の
実
装
に
バ
ラ
つ
き
が
見
ら
れ
る

こ
と
な
ど
が
、
情
報
共
有
を
難
し
く
し
て
い
る

要
因
と
み
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
シ

ス
テ
ム
を
導
入
・
運
用
す
る
に
あ
た
っ
て
の
コ

ス
ト
負
担
も
大
き
な
課
題
の
１
つ
で
す
。
今
後

は
補
助
金
等
を
活
用
し
た
継
続
的
な
支
援
が
不

可
欠
と
考
え
ま
す
。

　
本
学
で
は
、
退
院
時
サ
マ
リ
ー
を
は
じ
め
と

し
た
医
療
文
書
作
成
業
務
の
効
率
化
と
質
の
向

上
を
目
指
し
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
実
証
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　
２
０
２
３
年
10
月
か
ら
の
呼
吸
器
内
科
で
の

実
証
を
皮
切
り
に
、
多
く
の
課
題
を
整
理
し
な

が
ら
徐
々
に
ス
ケ
ー
ル
を
拡
大
し
て
い
き
ま
し

た
。
２
０
２
４
年
11
月
に
Ｆ
Ｉ
Ｘ
Ｅ
Ｒ
、
Ｉ
Ｂ

Ｍ
、
本
学
の
３
者
と
Ｍ
Ｏ
Ｕ
を
締
結
し
て
正
式

な
実
証
フ
ェ
ー
ズ
に
入
り
ま
し
た
。
入
院
機
能

を
有
す
る
全
33
診
療
科
で
の
レ
ビ
ュ
ー
を
経
て
、

今
年
２
月
か
ら
電
子
カ
ル
テ
で
の
実
証
を
開
始

し
、
現
在
で
は
一
部
の
診
療
科
を
除
い
て
稼
働

を
開
始
し
て
い
ま
す
。
退
院
時
サ
マ
リ
ー
の
生

成
Ａ
Ｉ
で
は
、
医
師
の
診
療
記
録
、
看
護
記
録
、

薬
剤
師
記
録
、
手
術
記
録
な
ど
の
デ
ー
タ
を
活

用
し
て
い
ま
す
。
実
証
に
際
し
て
は
、
医
師
が

入
力
・
作
成
し
た
サ
マ
リ
ー
と
、
Ａ
Ｉ
が
生
成

し
た
サ
マ
リ
ー
の
比
較
を
示
し
、
医
師
の
評
価

を
記
入
し
て
も
ら
い
ま
し
た
（
図
４
）。

　
診
療
科
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
良
・
可
・
不

可
の
３
段
階
で
の
評
価
と
し
ま
し
た
。
各
診
療

科
の
評
価
は
概
ね
高
く
、
良
と
可
を
合
わ
せ
た

割
合
は
90
％
以
上
と
多
く
の
診
療
科
で
高
い
評

価
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
評
価
の
低
か
っ
た
診
療
科
も
あ
り
、

例
え
ば
精
神
科
に
つ
い
て
は
、
入
院
前
の
生
活

背
景
や
患
者
の
行
動
な
ど
、
カ
ル
テ
に
記
載
さ

れ
に
く
い
要
素
が
重
要
視
さ
れ
る
の
で
、
生
成

Ａ
Ｉ
と
の
親
和
性
が
低
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
小
児
外
科
や
緩
和
ケ
ア
な
ど
で

は
、
診
療
内
容
の
専
門
性
が
非
常
に
高
く
、
従

来
の
プ
ロ
ン
プ
ト
設
計
で
は
十
分
に
対
応
で
き

な
い
と
い
う
課
題
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
小
児
外
科
や
緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
課

題
を
克
服
す
る
た
め
の
改
良
を
行
い
、
現
在
で

は
対
応
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
運
用
開
始
後
、
１
５
５
名
の
医
師
に
改
め
て

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
退

院
時
サ
マ
リ
ー
と
従
来
の
退
院
時
サ
マ
リ
ー
の

品
質
を
比
較
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
８
割
を

超
え
る
医
師
が
「
Ａ
Ｉ
の
方
が
優
れ
て
い
る
」

ま
た
は
「
同
程
度
」
と
の
回
答
が
得
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
86
％
の
医
師
が
作
成
時
間
の
短
縮

を
実
感
し
て
お
り
、
93
％
の
医
師
が
業
務
改
善

に
繋
が
っ
た
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
満
足
度
は

75
％
で
、
87
％
の
医
師
が
今
後
も
生
成
Ａ
Ｉ
を

利
用
し
た
い
と
回
答
し
て
お
り
、
一
定
の
満
足

度
と
実
用
性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
看
護
部
門
で
も
同
様
に
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し

た
看
護
情
報
提
供
書
の
作
成
・
運
用
を
開
始
し

て
お
り
、
将
来
的
に
は
外
来
や
病
棟
の
引
継
票

の
作
成
な
ど
に
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
し
て
い
く
予

定
で
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
、
３
病

棟
９
名
の
看
護
師
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

は
良
好
で
、
満
足
度
は
78
％
、
同
じ
く
全
員
が

今
後
も
生
成
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
た
い
と
い
う
回
答

を
得
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
、
診
断
書
の
作
成

支
援
に
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
お
り
、
文
書
支

援
係
の
業
務
に
つ
い
て
年
間
３
０
０
０
件
、
合

計
１
５
０
０
時
間
以
上
の
作
業
時
間
削
減
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
テ
ン
プ
レ
ー
ト
化
や
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
の
統
一
な
ど
を
進
め
て
お
り
、
よ
り
実

用
的
な
仕
組
み
と
し
て
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
生
成
Ａ
Ｉ
は
医
療
現
場
の
負
担
軽
減
と
医
療

の
質
の
向
上
に
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
現
場
の
声
を
反
映

し
な
が
ら
、
精
度
と
実
用
性
を
高
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

図4　生成AIを活用した退院時サマリ―自動生成の画面。図は、右に医師の
評価を書き込めるようにした評価用のもの。

講演後、インターシステムズの製品
紹介を行った同社カントリーマネー
ジャーの林 雅音氏。

退
院
時
サ
マ
リ
ー
や
看
護
情
報
提
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書
等
、

現
場
の
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軽
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図
る

●
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